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出土品（鉄類）

古
代
の
製
鉄
工
場
み
や

の

わ
き

〜
宮
ノ
脇
遺
跡
〜

た
か

や

ど

桶
川
駅
か
ら
東
へ
4
㎞
ほ
ど
行
く
と
、
高
野
戸

あ
か
ぼ
り

川
が
赤
堀
川
に
合
流
す
る
地
点
が
あ
り
、
両
河
川

に
挟
ま
れ
た
東
側
に
の
び
る
台
地
の
先
端
に
宮
ノ

ぜ
つ
じ
ょ
う

脇
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
台
地
を
舌

状

だ
い

ち

台
地
と
呼
び
ま
す
が
、
川
の
水
面
と
の
標
高
差
が

少
な
い
低
台
地
で
、
近
年
ま
で
台
地
上
に
は
住
宅

地
と
畑
が
広
が
り
、
低
地
は
水
田
と
な
っ
て
い
た

地
域
で
し
た
。
宮
ノ
脇
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
か

ら
中
世
ま
で
の
集
落
や
館
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
注
目
で
き
る
の
は
奈
良
時
代
の
製
鉄

に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
の
発
見
で
し
た
。

埼
玉
県
の
古
代
製
鉄
遺
跡
は
、
大
宮
台
地
の
東

く
し
び
き

側
と
櫛
引
台
地
か
ら
本
庄
台
地
を
中
心
と
し
た
地

域
に
多
く
分
布
し
て
お
り
、
代
表
す
る
遺
跡
と
し

お
お
や
ま

は
な
ぞ
の
ま
ち

て
は
伊
奈
町
大
山
遺
跡
や
深
谷
市
（
旧
花
園
町
）

だ
い
こ
う

ち

台
耕
地
遺
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
の
鉄
の

生
産
と
使
用
は
弥
生
時
代
に
始
ま
り
ま
す
が
、
律

令
国
家
に
よ
る
行
政
機
構
の
整
備
な
ど
が
進
む
奈

良
時
代
に
な
る
と
、
農
具
や
工
具
あ
る
い
は
武
器
・

武
具
な
ど
鉄
製
品
の
需
要
が
高
ま
り
、
各
地
に
製

鉄
炉
な
ど
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
宮

ノ
脇
遺
跡
で
は
こ
れ
ま
で
3
回
の
調
査
で
、
古
代

た
て
あ
な

た
て
が
た

ろ

の
竪
穴
住
居
跡
31
軒
と
と
も
に
、
竪
型
炉
と
呼
ば

れ
る
製
鉄
炉
や
住
居
内
に
設
け
ら
れ
た
鍛
冶
炉
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
炉
に
空
気
を
送
る
た

は

ぐ
ち

て
っ
さ
い

め
の
羽
口
や
、
不
純
物
と
し
て
排
出
さ
れ
る
鉄
滓

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

古
代
の
製
鉄
に
必
要
な
手
順
に
は
、
砂
鉄
と
木

炭
を
炉
に
入
れ
て
鉄
を
製
錬
・
精
錬
す
る
工
程
と
、

鉄
素
材
を
加
工
し
て
製
品
に
す
る
鍛
冶
を
行
う
工

程
が
あ
り
、
宮
ノ
脇
遺
跡
で
は
製
鉄
と
鍛
冶
の
2

つ
の
工
程
に
必
要
な
施
設
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
鉄
生
産
を
行
う
た
め
に
は
、
砂
鉄

な
ど
の
原
料
と
燃
料
と
な
る
木
炭
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
木
炭
を
作
る
に
は
、
原
材
料
で
あ
る
ク
ヌ

ギ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
を
獲
得
で
き
る
森
林

と
炭
焼
窯
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
砂

鉄
七
里
に
炭
三
里
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

炭
は
三
里
以
上
運
ぶ
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
表

わ
す
言
葉
で
、
遠
方
で
は
な
く
周
辺
か
ら
炭
を
調

達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
大
宮
台
地
の
製

鉄
遺
跡
に
は
、
炭
焼
窯
が
付
属
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
宮
ノ
脇
遺
跡
で
も
周
辺
に
炭
焼
窯
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

宮
ノ
脇
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
製
鉄
遺
跡
は
、
砂

鉄
や
鉄
製
品
の
輸
送
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
た
台
地

上
の
村
に
、
製
鉄
技
術
を
持
っ
た
集
団
が
短
期
間

に
操
業
し
て
お
り
、
村
の
周
囲
に
は
炭
の
原
料
と

な
る
広
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
た
古
代
景
観
を
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
ノ
脇
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
遺
物

は
、
桶
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
の
う
え
か
つ
あ
き

桶
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

井
上
尚
明

文
化
財
を
訪
ね
て

―
見
て
あ
る
記
―
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東二丁目

末広二丁目の
餅つき大会では、
「あんこ」「きな
こ」「からみ」に
加え「ごま」味
も振る舞われま
した。こちらの
町会では、餅つ

きで地域住民が集まることか
ら5年前から自主防災訓練も
合わせて実施しています。
（1月8日 地域福祉

活動センター前駐車場）

町会・団体 餅つき大会風景

東観団地みこし保存会

末広二丁目

泉二丁目

末広三丁目 東二丁目の餅つき

大会は、地域住民が

顔を合わせ、きずな

を深めようと昭和46

年の町会発足時から

町会行事として続い

ています。会場では、

餅つきのほか、焼きとりや焼きいもなどを新旧の住民

が一緒になって来場者に振る舞う姿がみられました。

（12月17日 東二丁目集会所周辺）

泉二丁目の餅つき大会は、38年前から地域の活性化を目
的に行われています。年々盛り上がりをみせているという
泉二丁目の餅つき大会。当日は300人を超える地域住民が
振る舞い餅を楽しみました。（1月8日 泉二丁目集会所）

東観団地みこし保存会は、地域の

神輿の新調を機に立ち上がった団体

です。こちらの餅つきでは、町会に

振る舞う餅のほか、正月用の「のし

餅」もつくのが恒例です。当日は、

180㎏のもち米を会員が力を合わせてつきました。懇

親会では、東観みこし保存会名物の「なっとう餅」も

振る舞われました。 （12月25日 東観団地自治会館）

末広三丁
目の餅つき
大会は、町
会の新年会
と合わせて
開催されて
います。こ

ちらの餅つき大会
では、ベーゴマ、
竹とんぼなど「昔
遊び」コーナーが
用意されていまし

た。会場では子どもに遊び方を教えるシニアたちの姿がみ
られました。 （1月8日 末広三丁目集会所）

宮ノ脇遺跡周辺航空写真
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